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大乗仏教における福祉思想※
清　水　海　隆※※
1　はじめに
　仏教と福祉の関係については，特に日本仏教における仏教者と福祉活動に関する限り，その
関係は歴史的に検証できよう。いま『原典仏教福祉』に掲載された項目によって若干の事業例
をあげれば，古代では，聖徳太子の四天王寺四箇院建立，行基の四十九院の設置や多くの土木
事業，興福寺の施薬院設置，和気広虫の孤児救育，『日本霊異記』掲載の看病僧，空也に象徴さ
れる勧進聖の活動，源信の臨終行儀，中世では，重源の湯屋・湯船の施入に見られる沐浴事
業，良忠のr看病御用心』，叡尊・忍性の非人・病者の救済を始めとする多くの仏教者の作善事
業等が知られているω。もちろん，これらの事例には，福祉の概念や活動の限界，実践主体の立
場の問題等々，検証を加えるべ．き多くの課題を含んではいるが，少なくとも個々の実践者の主
体的動機や仏教教義からの要請の上に，それぞれの活動が展開されたことは，異論のないとこ
ろであろう。
　それでは，如何なる教義的背景によって，仏教者は社会活動・福祉活動を展開したのであろ
うか。これについて吉田久一は「仏教と福祉」において，原始仏教の福祉思想として「慈悲」
「縁起相関関係」「不殺生戒」「衆生観」「浄仏国土志向」に注目し，特に福祉関連思想として，
「他老を救うはたらきのなかに自己が救われるとする仏教福祉の基本は「布施」である。・・
・二者・受者の上下関係，施者の貴賎がとり除かれた「無我」の実践である。…　　「四無量
心」「四丁事」は早くから仏典にあらわれた，原始仏教の二大福祉項目である。」等としてい
る（2）。吉田は，さらに鎌倉仏教各宗祖師の福祉的思想を取り上げているが，通仏教的な教義的
背景としては，原始仏教思想に注目し，基本理念としての慈悲思想・縁起思想・衆生観等と，
実践思想としての布施を中心とした四無量：心に注目している。
　これに対し，仏教と福祉の理念的な関係を大乗仏教の菩薩道に関連付けて考える所説があ
る。その例として大正期から昭和期にかけての福祉事業実践老であり，当該分野の思想家でも
あった長谷川良信は，仏教社会事業家の具備すべき資格の一つとして，「つねに大乗菩薩の信
念と意気とに燃え，深く四弘誓願の本旨に徹し，社会事業に対する近代科学の示命と仏教慈悲
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主義の方法論としての各種布施形式乃至善巧方便，進趣方便について，比較研究をおこたらな
いこと」（3＞をあげ，大乗菩薩の理念を背景とした福祉実践を唱えている。また守屋茂は，「これ
らの事（日本慈善救済）に従った仏教者達が，何れもひいでた行実とともに，慈悲に基づく社
会福祉思想のゆたかな人」であり，「慈悲は仏教における実践面の根幹として，…　　慈悲は大
乗の根本であると考えられることとな」つたのであるとし，歴史上の仏教福祉実践下達は「透
徹した社会的認識の下における精神的体験』 ﾌ深さとともに，対社会的に，もしくは対人間的に
行動・実践の行実ゆたかな人であった。換言すれば，「上菩提を求め」ることに対する教養の高
さと，「下衆生を化す」ことに対する社会的活動とが，相即不離の関係に立った大乗相応の菩薩
道の連続をもって終始した人であ」るとしており，わが国の仏教福祉実践四達が，その背景に
大乗菩薩道思想を有していたとの認識に立っているのであるω。さらに森永松信は，「（仏教と
社会福祉の）両者はともに人間生活に存在し，生起する不安や困難の解決を任務とするととも
に，終局的には人類全体の平和と福祉に貢献することを目的とするなど，いちじるしく多くの
共通点をもっている。・・…　そして社会福祉の精神にもっとも近接するものとして大乗仏
教の菩薩道」⑤が見られるとして，般若経系・華厳経系・浄土経系・法華経系の菩薩思想と行道
を考察し，中でも法華経の菩薩i思想に社会実践の根拠を見出そうとしているのである。
　このように，仏教と福祉の関係の一つは，背景理念としての原始仏教以来の慈悲思想・縁起
消息によるものであり，さらに実践理念としての大乗菩薩道における布施を始めとする諸実践
項目によって具体的活動が始動されることにあるといえるのである。
　なお，仏教思想の福祉思想への転換について，池田敬正は以下のように示している。
　　　「仏道」の根本とされる慈悲はあくまで宗教的実践であったが，そのこと自体が「愛他」
　　を意味する福祉実践となったのである。ところがこの「慈悲」は「貴賎尊卑」の関係すな
　　わち身分制にもとづきな泰らも，それを「自他不二」の理念によって超えようとする実践
　　であった。しかも…　　仏の道をもとめる人間としての愛他の理念をそこに見出すことが
　　できよう。だからたとえそれが応報主義的に理解される場合もあるとはいえ，福徳を生じ
　　させる「福田」に「功徳」，を期待することができたのである。こうして仏教の慈悲に，福
　　祉実践の根拠となる愛他理念を見出すことができよう⑥。
　ここにおいて，池田は慈悲思想から愛他理念が発生する筋道を示し，仏教思想が福祉思想に
展開することを説いているのである。
　ところで，仏教はその成立以降日本仏教，特に鎌倉仏教の成立までを傭鰍した場合，原始・
部派・大乗仏教各派さらには日本仏教各宗における思想的相違や，インド・中国・チベット・
日本等の伝播地域における受容態度の相違，また時代的な思想の転換、や相違が非常に大きい宗
教であることは首肯できよう。それ故，仏教の基本的性格を簡略に規定することは困難である
が，少なくとも釈尊の無師独悟の開悟態度やその後の多くの本生物語・初期仏教で示される修
道論義からは，仏教の基本的性格は自律的宗教であると言える。もちろん，菩薩思想をその主
要購徴の一とする大乗仏教では池者救済的な採菩薩道を説いているが・先の池田所謙こ
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示されるような転換がなされるとしても，多くの場合それは菩薩の修道論との関連からしめさ
れる救済論であると考えられるのである。
　それ故，仏教における福祉関連思想を考える場合においても，いわゆる現代の福祉援助思想
や処遇論を直接的に展開する思想を検討することを目的とするものではない。いま，ここで課
題としょうとするのは，現代社会においてさまざまに展開されている福祉活動やそれを支える
さまざまな福祉理論の根底に位置する人間理解や社会理解に資する仏教思想であり，まさに
個々の人間（仏教者）やその集合体である社会（宗団）の行動や思考を規定する価値観なので
ある。そして，それらの思想に突き動かされて仏教者（宗団）は社会的活動・仏教福祉活動に
関与してきたと考えられるのである。換言すれば，実践主体を福祉実践へと導く主体の動機付
けおよび認識に関する思想なのである。
2　大乗仏教の基本的性格
　仏教における福祉関連思想を考える時，特に日本における仏教老の主体的動機付けの背景思
想を考える際に注目すべぎは大乗仏教思想である。そこで，まつ，大乗仏教について概観する
こととする。
　さて，仏教全体の性格を楓i略することが困難であったのと同様に，大乗仏教を要約すること
も困難である。大乗仏教の成立は西暦紀元前後とすることが妥当であろうが，その後，インド
においても初期・中期・後期にわたる大乗仏教思想の展開があり，またいわゆる北伝仏教の経
路について考えた場合でもインドからシルクロードを経て日本に至るまでの，そしてまたわが
国鎌倉仏教各回の成立という大乗仏教の伝播経路においてもさまざまな思想展開をしており，
その内容を要約することは困難である。
　いま，あえて大乗仏教の理念を要約するな：らば，大乗仏教とは「即ち，六波羅蜜を行じ，一
切の衆生を化度し，以て成仏を帰する菩薩所依の法門を云う」（7）とされる説に代表されるよう
に，慈悲の精神に立脚して，すべての存在を苦から救済することを目的とし，自己の覚りの実
現を目的とした修行の実践（自利行）のみではなく，自己の覚りの前にまず他老を救済すると
いう利他行を強調しているとまとめられよう。そして，大乗仏教理念の体現者が「菩薩」であ
るとされ，その実践が菩薩道・菩薩行とされている。菩薩のあり方は，一般には「上求ニメ菩薩
＿ヲ@下化一ス衆生＿ヲ」の語で示されているが，これはインド成立の経典には見られず，天台智
頻の『摩詞止観』に見られるように（8），中国・日本において用いられた語であると理解されて
いるが，日本では菩薩のあり方を示す語として重用されている。そして，衆生救済の誓願を立
て，この理念を実践する者は，出家者・在家者を問わず，すべて菩薩とされたのである。
　また，大乗仏教，特に初期大乗仏教は，部派仏教（いわゆる小乗仏教）との比較の中で，非
常に特色のある教義を展開しているが，大乗仏教の特徴的思想に関する研究には多くの業績が
公表されている。たとえば，平川彰は『初期大乗仏教の研究』において，ダット・エリオッ
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ト・宮本正尊・山田龍城・水野弘元らの諸説を紹介し，次のように結論付けている。
　　以上の諸家の説は全同ではないが，しかし共通的な性格が見られるのであり，初期の大乗
　　仏教の特徴として，菩薩の観念に立脚する仏教であること，六波羅蜜の実践の重視，菩提
　　心の自覚，報身仏等の独自の仏陀観，教理としては空，大乗独自の三昧，般若の智，陀羅
　　閉門等の重視，利他主義，在家仏教等であることを指摘することができるのであろう（9）。
　また，高崎直道は「大乗経典発展史」において，静谷正雄の説に依って，次のように特色を
挙げている。
　　その初期大乗の特色としては，（1）〈大乗〉という語の使用，また〈小乗〉さらにおくれて
　　〈一乗〉の観念の成立（2）経巻崇拝（受持・二二・解説・書写の功徳の強調，経巻供養）と
　　〈法師〉の尊重（3）六波羅蜜のうちでの般若波羅蜜の強調（4）〈無所得空〉〈無生法忍〉〈僧
　　那嘉応〉（弘誓の鎧を着る）〈発菩提心〉〈廻向〉等の諸観念の存在（5）陀羅尼の使用（6）文
　　殊・普賢等の大菩薩の登場，などを挙げることができようα①。
　これらの説からは，先に触れた菩薩，六波羅蜜，利他主義，在家主義の他に，空思想，三
昧，般若，菩提心，仏陀観，そして陀羅尼等を，初期大乗仏教の主要な特徴としてあげるζと
ができるのである。
　さて，前述のように，大乗仏教は概ね西暦紀元前後に成立したものであり，それを成立時期
から初期・中期・後期の三期に分類するのが一般的である。高崎直道は前掲論文において大乗
仏教経典の発達区分に触れている。それによれば，第一期（初期）はその形成から龍樹まで
で，大よそ紀元前後から三世紀前半の期間であり，第二期（中期）は龍樹以後，無著・世親の
時代まで，すなわち五世紀末までの期間，第三期（後期）は世親以後の後代とされているqD。
　さらに，このうち，紀元前後から三世紀前半までとされる初期大乗仏教経典の成立状況につ
いては，以下のようにその全体図を述べている。
　　大乗経典の成立期にあたって，いくつかの別箇のグループが存在したことは前節の考察で
　　も知られたが，〈般若面〉の成立以後，その教理的影響はきわめて強く，すべての大乗経典
　　がその空思想を受け入れるようになる。同時に諸仏の信仰も相互に影響し合い，その中で
　　阿弥陀仏の信仰が普遍化して浄土教の代表となる。そうした中で，新たに『華厳経』のグ
　　ループが発展し，また『法華経』信仰の運動が急速に広まる。そしてその一方で，教理の
　　組織，体系化に伴ない，部派仏教との結びつきが再び見られるようになる。これがこの期
　　の経典発達史の骨子である（②。
　そして，般若経系・華厳経類・浄±教経典・法華経・その他の五三から初期大乗仏教経典を
示している。ここで，五心として提示された経典のうち，般若経系は『八千頬般若経』および
『二万五千頬般若経』の小品・大品の両直ならびに『維摩経』，華厳経類は六〇巻本のr大方広
仏華厳経』の出品，浄土教経典はr大無量寿経』や『阿弥陀経』が，思想内容や訳経年三等か
らその具体的内容として示されている。これらの初期大乗仏教経典は，福祉的視点から見た場
合にも，それぞれにおいて関連する経説を見出すことができ，さらにこの後の成立であるr勝
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五経』『文殊師出歯自証経』を含めて，歴史的にも日本の仏教系福祉活動に思想的な根拠を与え
てきたことが知られている。
　そこで，以下ではこれらの諸経典中のいくつかを通して，初期大乗仏教の福祉関連思想に関
する経説を抽出し，若干の検討を加えることとしたい。なお，、『法華経』に関する検討は別の機
会に行っている所でありq3＞，若干の重複があるので原文引用は避け，概略を提示することとす
る。
3　大乗仏教における福祉思想
　ここで考察する仏教における福祉関連思想は，前述の通り，福祉活動やそれを支えるさまざ
まな福祉理論の根底に位置する人間理解や社会理解に関する思想であり，仏教者個々人や宗団
である仏教教団の行為や思考を規定する価値観である。これについて，三宅敬信はr宗教と社
会福祉の思想』において，仏教社会福祉学を考察する中で，「仏教社会福祉は，仏教による慈善
に対する用語であり，仏教社会福祉学は，その精神を論じ研究することであると考えられる。
…　　社会福祉といえば，・国が実施する近代的社会福祉のことであるとする考え方が一般化し
ている社会では，社会福祉を実施する主体をテーマとして，その哲学や宗教について，仏教と
いう立場から論じ，また研究することは，世の中ではマイナーな立場に立たされることは，し
かたのないことである。」とし，仏教社会福祉学は「社会福祉を実践するうえでの原動力となる
仏教精神や慈善の精神に，焦点」をあてる立場を紹介しているGの。
　この中で，三宅が述べているように，「マイナーな立場に立たされることは，しかたのないこ
とである」と受け入れることには抵抗があるが，「社会福祉を実施する主体をテーマとして，そ
の哲学や宗教について，仏教という立場から論じ」るのが，まさに仏教福祉の立場の一つと
し，その源泉を経説に求める立場を筆者はとるが，この際に検討すべき思想項目をどのように
考えるべきであろうか。
　たとえば，福原亮厳はr仏教福祉学』において，仏教の福祉精神としてr増一阿富豪』の三
福業を引いて平等の精神・思惟の精神・施の精神をあげ，また森永松信は『社会福祉と仏教』
において「社会福祉原理と仏教原理」について比較検討し，聖の原理・人格性志向の原理・無
我の原理・歴史性の原理・社会性の原理の五原理をあげ，そこに両思想の関連を見出してい
る㈲。いま，ここでは森永所説の内容も踏まえて，初期仏教経典に見られる，社会観・人間観・
他者援助思想を示唆する経説について検討を加えることとする。
　では，仏教は現実に人間が存在する場としての社会（時代）について，どのような認識を有
していたのだろうか。現実の社会，いまという時代をどのように認識するかは，その中にいる
ひとの状況を真に理解し，問題を正しく克服するために重要な要因であり，福祉的視点からも
欠かすことのできないテーマである。いま，初期大乗仏教の代表的な経説として，r阿弥陀経』
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の「五濁」説と『法華経』の「三界火宅」説をあげてみたい。
　まつ，浄土教思想では，『阿弥陀経』は雨蓋において，娑婆国土を「五濁悪世」と認識して以
下のように説いている。
　　釈迦牟尼仏能ク為ニシタマエリ柱廊希有之事＿ヲ　能ク於ニテ娑婆国土ノ五濁悪世ノ二二・二二・
　　煩悩濁・衆生濁・命濁ノ中＿二　得ニテ阿縛多羅三二三菩提＿ヲ　為ニニー切衆生＿ノ
　　説一キタマエリ此ノ難信之法＿ヲ　是ヲ為ニス天盛＿ト（『仏説阿弥陀経』）⑯
　ここでは「娑婆国土五濁悪世・劫濁・蝋屈・煩悩濁・衆生濁・命濁」とあり，現実世界すな
わち五濁世界との認識が示されているが，五濁とは時代の混乱（劫濁）・思想の混乱（旧
懐）・悪徳の栄（煩悩濁）・衆生の資質の低下（衆生濁）・短命（命濁）の五項目であり，現
実世界がこれらの社会的・思想的・道徳的・生理的混乱によって充満していることが説かれて
いるのである。引用個所はこの五濁悪世において法を説くことの困難さを説く部分であるが，
五濁は仏教でいう代表的な時代・社会認識の一つである。また，これに関連して，r阿弥陀経』
とともに浄土三部経としてまとめられている『無量寿経』は，五悪・五痛・五二の状態にある
衆生像を以下のように描いている。
　　吾語一ル汝等＿二　是世ノ五悪ニシテ厳寒スル卦若レ此ノ　五痛ド五焼ト展転シテ相生ス　但作ニシア
　　衆悪＿ヲ不レレバ潮目セ善本＿ヲ　皆悉ク自然入ニル諸ノ悪趣＿二　或ハ其今世先ス被ニリテ映病＿ヲ
　　　求レルモ死ヲ不レ得　求レルモ生ヲ不．得　罪悪ノ所レ招ク示レシテ衆二見レセシム之ヲ　身死レバ随
　　レテ行二　入込リ三悪道＿二　溶鉱無量ニシテ自カヲ相煤然セラル…　　皆由下りテナリ三二著シア財色
　　ノ不．ルー能。一騰。・ル・・擬欲二所．迫随．テ心二思想スー・厚・クセントシテ己ヲ訊イ
　　利ヲ　無レ所二言録＿スル…　　（『無量寿経』下巻）（1の
　ここでは「是世五悪勤苦若レ此　五痛・五焼展転相生」とされ，この世界が五悪・五痛・五
焼が充満している世界としているのであるが，五悪は戒律論でいう五戒の禁止対象項目である
殺生・倫盗・妄語・邪淫・飲酒であり，五痛は五悪に伴なう痛み，五焼は来世に蒙る果報であ
る。引用個所の前には「今我於テニ此世間＿二作レリ仏卜処ニスル卦於五悪五痛白焼之中＿二 @為
＿リ ﾅモ酸苦＿」⑱ともあり，前と同様に娑婆世界の衆生が五悪に象徴される混乱の中に没してい
るという認識が示されたのである。
　これに対し，『法華経』は讐戯口第三に，衆生の生活の場を「三界火宅jとし，生・老・病・
死の生理的変化や憂・悲・苦・悩の精神的苦難財欲等によって苦しみ，その中に混在する衆
生の姿を描き，その世界を火宅に例えているのであるα9。そして，「三界ハ無レク安キ卦 @猶如
一シﾎ宅＿ノ　衆苦ハ充満シテ　甚タ可ニク怖畏＿ス　常二有ニリテ生老病死ノ憂患＿　如レキ是ノ等ノ火ハ
　熾然トシテ不レルナリ息マ」（『妙法蓮華経』妻子品第三）⑫Φとし，人間が生老病死の四苦や諸種の欲
望のために苦しめられ，煩悩の炎によって焼かれている状況が説かれているのであり，四苦八
苦の苦しみの中に存在しながらも，苦の中に存在していることに無自覚な人間，およびその存
在の場としての火宅に例えられる苦の充満した現実社会という認識が示されているのである。
　以上の浄土教および『法華経』に示された「五濁」的・「三界火宅」的現実社会認識は，人
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間の存在する社会を苦難に充ちた社会とするものであり，それはひとり精神的側面のみでな
く，環境的にも物質的にも「無安」な社会であるとの認識であって，いわぽ，後代に言う「末
法」「末代凡夫」（21）的認識なのである。そして，このような時代・社会の中に存在する人間が，
仏教的立場がら救済もしくは援助対象と言う位置付けを得るのである。
　次に，このような「五濁」的・「三界火宅」的現実社会認識に対して，その対極である理想
状態は如何に示されているのであろうか。前段同様，『阿弥陀経』および『法華経』からそれを
見てみたい。浄土教は「極楽往生」思想を有し，『法華経』は「娑婆即寂光土」という，それぞ
れ特有の理想世界思想を有しているかちである。
　さて，『阿弥陀経』では極楽世界について次のように述べている。
　　舎利弗ヨ　彼土盛力故二　名ケテ為ニスや極楽＿ト　富国ノ衆生　無レク有ニルコト衆ノ苦＿　但受ニク
　　諸・楽ノ・故・名。・麟一・一極楽国土二”七重二三七重羅網鍾ノ行樹アリ
　　．・・有一リ七宝ノ池＿　八功徳ノ水　充二満セリ其ノ中＿二　池ノ底純ラ以テ金沙ヲ布レケリ地二・
　　．・常二作一シ白楽＿ヲ　黄金ヲ為レス地ト昼夜六時二　二三ニス曼陀羅華＿ヲ…　　常二有ニリ
　　種種奇妙雑色之鳥＿…　　無ニバナリ三悪趣＿…　　尚無ニシ三悪道之名＿スラ…　　（『仏説阿
　　弥陀経』）（22）
　ここでは「極楽」の命名の理由・状況を七項目をあげて説く段であり，そこに理想世界とし
ての極楽の状況が説かれている。引用文はその前五項目であり，①「無レ有二衆苦＿但受二諸
楽」②「七重行樹」③「有二七宝灯」④「常作二天楽」⑤「常有二種種奇妙雑色之鳥」があ
げられている。つまり極楽世界は諸々の宝で荘厳され，妙なる音楽が流れ，曼陀羅華が雨降
り，そこにいる者は一切の苦しみがない世界であるとされ，環境的にも精神的にも安楽な世界
が示されているのである。
　＿九r法難』は如来売品品第＋六セ・おいて，「我此ノ土ハ安穏ニシテ天人常二充満セリ」と
し諸宝によ。て鱗され，音・華に充たされた畷の仏国土が示されているのである（23）・そ
して，このように描き出された安穏の浄土たる仏国土は不殿の存在にもかかわらず，讐二品所
説のように，衆生は現実世界において無自覚的困苦の中に埋没しているのであって，仏国土の
建設こそが責務であるとされるのである。
　このように，両経に示された理想世界は，様々に荘厳された仏の世界であり，そこでは衆生
が苦悩や不安を感じることなく存在するとされ，物心両面にわたる状況が提示されるのであ
る。そして，この理想世界への往生もしくはその現実化によって，人間の救済がなされるとさ
れるのであるが，特に法華系で説かれる「娑婆即寂光土」すなわち成仏国土思想は，現実世界
を理想化するという点において福祉の背景思想として重要な意味を有するものである。
　次に，大乗仏教では人間は如何に説かれているのだろうか。仏教全体を人間学とする見解も
提示されているが，ここで検討しようとする人間観は，先に触れた「末代凡夫」的な現状理解
とは別に，人間の本質をどのように捉えるかということである。現実の差別相の奥にある人間
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の本質を如何に考えているかは，そのひとの本質をどのように捉え，どのように関わるかを考
える時，重要な課題となろう。人間の本質を見ることなく，他者に関わるならば，その本質を
理解することは困難だからである。この点については人間を仏・菩薩の化身であるとする経説
と，成仏予定者であるとする経説が注目されよう。
　さて，仏・菩薩の化身であるとする前者の説に関しては，わが国で重用された『文殊師利二
三薬経』には以下のように説かれている。
　　仏二幅ク践陀波羅i＿二　此ノ文殊師利法王子ハ　若シ有レテ人山シ　若シ欲＝セハ供養シ修一セント福
　　業＿ヲ者　即チ自ラ化身シテ　作ニテ貧窮孤独ノ苦悩ノ衆生＿ト　至ランニ行者ノ前＿二　若シ有レリテ
　　二念ニセハ文殊師利＿ヲ者　当ニレシ行ス慈心ノ　行ニスル慈心＿ヲ者ハ　即チ是レ得ニレン見ルコトヲ
　　文殊師利＿ヲ　是ノ三二智者ハ当＝シ諦一観ス文殊師利ノ三十二相八十種好＿ヲ　作一サン是ノ観＿ヲ
　　者ハ　首樗厳ノカノ三二　当＝レシ二二ク疾ク見一ルコトヲ文殊師利＿ヲ　作一ス此ノ観＿ヲ者ヲハ　名
　　ケテ為＿ス正観＿ト（『文殊師利般三葉経』）（24）
　ここでは，「即自化身　作一貧窮孤独苦悩衆生＿　二一行者前」とあるように，文殊師利が化
身して，貧窮・孤独・苦悩衆生となり，ひとの眼前に現れるという考え方が提示されている。
この考え方は生活困窮者・孤独者，そして苦悩する衆生の中に菩薩を見出そうとするものであ
る。これに類した経説は『法華経』妙音菩薩二二二十四および観世音菩薩普門品第二十五にも
見出すことができる。妙音菩薩品では「二二ヨ　汝二見ニルモ妙音菩薩ノ　其ノ身ハ在＿レリトノミ此
二　而モ是ノ菩薩”　二一シテ種種ノ身＿ヲ　処処二為一二諸ノ衆生＿ノ　説一ケリ是ノ経典＿ヲ」として，
菩薩が必要に応じて二王身から於二王後宮＿変為一女身＿にいたる多くの姿を示すことが示さ
れ（25），また観世音菩薩普門品では有名な観音の三十三身思想が説かれ，「無尽意ヨ　是ノ観世音
菩薩ハ　成二就シテ如レキ是ノ功徳＿ヲ　三主テ種種ノ形＿ヲ　遊ニヒ諸ノ国土＿二　三二脱スルナリ衆生＿ヲ
　是ノ故二汝等ヨ　応シ三レ当ニー二二　供二養ス観世音菩薩＿ヲ　是ノ観世音菩薩摩詞薩　　於ニテ怖
畏急難之中＿二　能ク三一ス無畏＿ヲ」として，菩薩が仏身から執金剛神身までの三十三に姿を変
えて現われることを示しているのである（26）。
　これらの両経に見られた化身二三思想は，菩薩があらゆる類いの人々に姿を変えて現われて
法を説き，あるいはひとの供養を受けるために，あえて貧窮孤独の悩める衆生に化作するとさ
れているのである。つまり，すべての存在は菩薩の旧作した姿であり，高作の姿に供養するこ
とが，菩薩への供養となるのである。ここからわれわれは，先にも触れたように，眼前の人間
の持っている差別相の奥に菩薩という宗教的理想像を見出すのであり，眼前の衆生の中に信仰
対象である菩薩を見ることによって，菩薩への信仰と衆生への関わりが一体化するという構造
を持つと同時に，俗的な人間存在の基底に神聖性を認識しなくてはならないことが理解される
のである。
　次に，衆生を成仏予定者とする経説は多く見られるが，初期大乗仏教の事例として『法華
経』常不二菩薩二二二十の「但行礼拝」二二がある。これはすべての人を礼拝して，「二三ク敬
ニウ?凵Qヲ　不二敢テ軽慢＿セ　所以者何ン　汝等ハ皆行一シテ菩薩ノ道＿ヲ當レシ得レ作レル計ヲ仏
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ト」（27）と説く常不軽菩薩の故事に示されるものであり，自己との関係や好悪の感情の如何を問
わず，すべての人間存在が同様に成仏の可能性を有している点へのひたすらなる礼拝，すなわ
ち但行礼拝を説くものである。そして，先のr文殊師利般浬葉経』の経説と同様に，人間存在
が具備する外面的・世俗的な相違を乗り越えた本質において，ひとがすべて平等に成仏可能性
を有する存在であることを認識し，そこに敬意と尊敬を払おうとするものである。
　さて，r文殊師利般温言経』とr法華経』常不二菩薩品の両説に共通するのは，人間存在の平
等性および神聖性の認識である。人間存在の中に菩薩を見る点，あるいは成仏可能性を見る点
において，人間存在はすべて同等であり，またその表面の俗性を超越した神聖性を有する存在
なのである。その意味で人間存在は平等であり，換言するならぽ，人間は神聖性において平等
な存在と理解しなくてはならないのである。また，現実の人間は社会的存在であり，他者との
間に様々な関係を構築しつつ存在しているが，その関係の基本的理念として，平等すなわち自
他平等の認識が据えられるのであって，自他関係の構築に重要な基本理念を提供しているので
ある。
　最後に，初期大乗仏教に見る他者援助の思想について検討したい。先にみたように，仏教は
自他平等の認識を説いているが，この平等性を基本において，現実にはどのような自他関係の
構築を説いているのであろうか。つまり，どのような姿勢で他者に関わり，他者の状況を改善
し，衆生を救済しようと説くのであろうか。経典から旧例をあげたい。
　まつ，般若経系では，r大般若波羅蜜三二』真如品において，主体の他者関与の際の心のあり
様が，次のように示されている。
　　仏告一タモウ善現」　若シ菩薩摩詞薩　欲四セパ疾ニニ証三得セハ所レノ求ムル無上正等菩提＿ヲ
　　於．篇・有胤・応ノ平等・住．・於．・諸・有胤・応。シ起。・等心・慈心・悲心・
　　止山ト　捨心ト　利益心ト　安楽心ト調二心ト　恭敬心ト　無損心ト　無害心ト　質直心ト
　　如レキ父ノ心ト如レキ母ノ心ト如ニキ兄弟＿ノ心ト三山キ姉妹＿ノ心ト為ニス依信＿ヲ心上ヲ　亦
　　以一テ此ノ心＿ヲ　二一諸与ウ其ノ語＿ヲ　善現ヨ当レシ知ル　若シ菩薩摩詞薩ハ欲四物バ疾ニニ証三七
　　セγト所レノ求ムル無上正等菩提＿ヲ　於ニテ諸ノ有情＿二　応ニシ如レク是ノ住＿ス　応ニシ如レク是ノ
　　学＿ス（r大般若波羅蜜二二』真如品）（28）
　ここでは，他者に平等に接する心情（すなわち「平等住」）の喩えとして，「回心　慈心　悲
心　恋心　魚心　利益心　安楽心　調二心　恭敬心　無損心　無害心　質直心　如レ父心　如
レ色心　如二兄弟＿心　如二姉妹＿心　為二三二＿心」までの諸心を説いているが，要約すれば慈
悲心を基盤とした柔和な態度であり，父母兄弟等の家族に対するごとき態度で接することが望
まれているのであって，他者と関わりを持つ際の主体の心構えの基本が示されているのであ
る。
　次に、『華厳経』では，貧困者への関わりにおける主体の姿勢が，次のように示されている。
　　善男子ヨ　若シ有＿テ衆生＿　貧窮困乏シ　来二至シ我所＿二　而有ニランニ求索＿スルコト我開ニテ
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　　並幅＿ヲ　恣ニニシ其ノ所＿レヲ取ル　而語テレ之二言ク　莫ニレレ造ルコト諸悪＿ヲ　赤口レレ害スルコト
　　衆生＿ヲ　莫ニレレ起スコト諸見＿ヲ　莫ニレレ生スル卦執著＿ヲ　汝等貧乏ニシテ　若シ有レラバ所レ須
　　ル　直写レシ来ル仁所乃四弓道＿ニ　一切ノ諸物種種ノ具足　随レテ意二高取リ　勿レレ生一コト疑難
　　＿ヲ（『大方広仏華厳経』入法界品）（29）
　ここでは，貧窮困乏の者への布施の無限定性が「恣二か所＿レ取」の語で示され，またその直
前の「弘治文庫蔵＿」の語から物質的不満足の解消の優先が理解され，その後に至って，「莫
ニレ造諸悪　　莫ニレ害衆生＿　莫ニレ起諸見＿　莫ニレ生執著＿」の宗教的な説教がなされるので
あって，精神的救済の前に物質的援助がなされねばならないことが理解されるのである。そし
てさらに，貧困者への物質的援助を例示とし，進んで全ての他者関与における無限定性・無限
界性が志向されねばならないことが読み取れるのである。
　次に，r維摩経』は，仏弟子の維摩居士への病気見舞いをモチーフとし，在家主義を標榜する
ことで著名な経典であるが，維摩は自分の高いの原因を以下のように述べている。
　　維面詰言ク　従ニテ療ト有愛＿トニ　則チ我前生ス　以ニテ一切ノ衆生ノ病＿ヲ　是ノ故二我病ム　若
　　シー切ノ衆生ノ病滅セハ　則チ我病モ滅セン　所以者何ン　菩薩　為ノ衆生＿ノ故二　入一リ生死
　　＿二　有ニレハ生死＿　則チ有レリ病　若シ衆生得レハ離レレルコトヲ病ヲ者　則チ菩薩　無一ク復タ病＿
　　　讐ハ如下シ長者唯タ雨風リー子＿ノミ　其ノ混血レレハ病ヲ　父母モ亦病ム　若シ子ノ病癒レハ父母モ
　　癒上ユルカ　菩薩モ如レシ是ノ於ニテ諸ノ衆生＿二　愛レスル卦之ヲ如レシ子ノ　衆生病メハ則チ菩薩
　　モ病ム　衆生ノ病癒レノ’菩薩モ面出ユ　又庇ク　是ノ疾ハ何ノ所二因テ起ルヤ　菩薩ノ病者以一テ大悲
　　＿ヲ起ルナリ（『維摩詰所説経』文殊師利回疾品）（30）
　ここに示された「従二擬有意＿　則我出生　以ニー切衆生病＿　淫心我病　若一切衆生病滅
則我病滅」の文は，古来，仏教福祉の基本的な考え方として重要視されてきたものである。そ
して，菩薩が衆生に関与するのは，あたかも親が子を愛するごとくであり，子（すなわち衆
生）が遣いに罹ることにより，親（すなわち菩薩）も病いに罹ることを説いている。そして，
菩薩の疾病の原因が衆生の病気にあるという喩えによって，菩薩は一切衆生の困難が克服され
るまでは，自己の覚りもないとするのである。つまり，われわれは他老のすべての困苦を自己
の困苦として悩み，そこに同感共苦し，無限定に他者への援助に関与すべきであることを示し
ているのであり，福祉の実践主体のあり方を示すものと考えられるのである。
　最後に，『文殊師利湿土葉経』同様にわが国で重用された『勝髪油』においては，心密夫人が
成仏の受壷を得て，覚りを得るために立てた十種誓願（十大受）を説いているが，その中で
は，菩薩行として，貧困をはじめとするさまざまな困難に直面する衆生への関与が，次のよう
に説かれている。
　　爾ノ時二勝i難ハ聞ニキ受記＿ヲ已テ　恭敬シテ而立チ　直言ク十大受＿ヲ（中略）世尊ヨ　侍従コ今
　　日＿乃シ至ニルマテ菩提＿二　不三自ラ為レニ己ノ受二三セ財物＿ヲ　凡ソ有レレハ所レ受ル　悉ク為三ス
　　成二熟セシムルヲ貧苦ノ衆生＿ヲ　世尊ヨ我従ニリ今日＿乃シ至ニルマテ菩提＿二　不三自ラ為レニ己ノ行
　　ニセ四摂法＿ヲ　為一ノー切ノ衆生＿ノ故二　以＿テ不愛染ノ心ト　無厭足心ト　無硅擬ノ心＿トヲ
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　　摂一受ス衆生＿ヲ　世尊ヨ　聴従ニリ今日＿乃シ至ニルマテ菩提＿二　若シ見ニルニ孤独ト　幽繋ト疾
　　病ト種種ノ厄難ト困苦ノ衆生＿ヲ終二不二暫クモ捨＿セ　必ス欲ニシテ安穏＿ヲ　以レテ義ヲ饒益
　　シ　令一レメ脱セ衆ノ苦＿ヲ　然ル後二乃至捨スヘシ（r勝髭師子吼一乗大方便方広義』十受章）（31）
　ここでは，十大受中の三受において，「為三成二熟貧苦衆生＿」「摂二受衆生」「見二孤独幽繋疾
病種種厄難困苦衆生＿　終不二暫捨」とされており，貧困老への布施，衆生への四摂法の実
践，孤独ないし困苦衆生への関与が示され，それが菩提への方法として説かれているのであ
る。そして，ここからは聖的誓願と俗的活動とが一つのものとして理解されるのであり，世俗
を離れた聖的存在は成立しないこととなり，自己の宗教的修道の中に福祉的実践が内包される
こととなるのであって，仏教者の俗的問題に対する姿勢が明示されることとなるのである。
4　菩薩行の福祉的理解
　さて，大乗仏教を具体的な福祉的観点から見た時，すでに注目されているのは菩薩行思想で
ある。大乗仏教における菩薩の行道には多くの項目があり，それらが詳細に構築されている
が，利他行をキーワードとする大乗仏教の福祉関連思想を考察する際に代表的なのは，六波羅
蜜（布施・持戒・忍辱・精進・禅定・智慧）の中でも，特に布施と持戒であり，日本仏教にお
いても両者に着目した福祉思想の考察が古来なされているところである。この布施・持戒に関
して，勝又俊教は「大乗仏教の社会的活動」において，布施と持戒を利他の社会的活動の根拠
であるとして，次のように述べている。
　　初期大乗の般若経典以来，その後の大乗の諸経論を貫く大乗仏教徒の基本的な実践体系と
　　して六波羅蜜行がとりあげられ，菩薩道といわれている。その六波羅蜜とは，布施，持
　　戒，忍辱，精進，禅定，智慧であり，それらは自利と利他の両面を含むものであるが，そ
　　れらの中，特に利他の社会的活動をなす部門は布施と持戒との二つの行の中で説き示され
　　ている（32）。
　勝又も述べるように，六波羅蜜中では福祉関連思想として布施・持戒が注目されるが，中で
も布施中の財施を拠り所とし，その優先的対象を福田とする援助思想が重視されている。さら
に布施を考察する時には，「田のよく物を産するごとく，これに施せばよく福を産ず」という福
田への布施の必然性の考察が不可欠である。さらに，この必然性を補完する思想としては『大
乗本生心地観経』等に説かれる四恩中の衆生恩の概念炉重要と思われる。これら個々について
は他所で検討しており，また既に知られている所でもあるので，その概略に触れるに止めた
し・。
　さて，布施は六波羅蜜・四摂事の両者に見られるものであるが，その基本的な意味は，他者
に対する物的な利益や精神的な利益などの提供である。一般的には物資的利益の提供を内容と
する毛蚕，精神的・宗教的働きかけを内容とする法施，そして畏怖の除去を目的とする無財施
の三種類に分けられる。
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　まつ，冥道は基本的には財物・金品などの生活必需品の提供を意味するが，さらに財物施・
無財施に二分割されている。財物施は本来的な財施の意味そのものであり，仏教福祉の歴史の
中では，古代社会以来行われてきた生活必需品等の提供（無遮会）や公共・土木事業的活動な
どが，これにあたり，仏教福祉の基本理念とされている。一方，無財施は財施を提供する経済
的能力のない者に示されたものとされ，眼下・和顔二色施・言辞施・身施・心施・床座施・房
舎施の七種があげられ，全体としては柔和な心や態度で他者に関わることを説き，「無財の七
施」と称されている。これは財施の例外規定と考えられるべきではなく，むしろ他者への関与
の基本であり，社会活動を営む際の基礎とすべきであろう。次に，法施は仏教者の本来的実践
である正法伝授を内容としているが，正法は言説によるのみでなく，自己の生き様をしても他
者に伝えられなければならないのである。最後の無畏施は，前二施が内容からの分類であるの
に対し，目的からの分類であり，衆生が日常的に感じる様々な畏怖から解放されるための種々
の働きかけであり，実践内容としては前二施を含んでいる。なお，ひとの基本的恐怖としては
不活畏・悪名畏・命終畏・悪道畏・怯三野を内容とする五怖畏が知られており，それぞれに応
じて財施・法施がなされるべきと言われているが，不活畏（生活上の不安）・命終畏（生命の
不安）等に対応した援助は仏教福祉史上に多く見出すことができるのである。
　次に，「誰に布施を行うべきか」という布施の優先的対象に関する福田思想は，仏教福祉の思
想的根拠として重要視されているが，古来実践活動の思想的根拠とされてきたのは，布施対象
を三つに分ける三福田，優先的な実践行為をあげる七福田および八福田の各説である。それら
の内容項目を列挙すると，次のとおりである。
　　三福田…　　敬田・恩田・悲田
　　七福田…　　興立仏図僧房堂閣・園丁浴池樹木清涼・常施医薬療救四病・三二二三済度人
　　　　　　　　民・安設橋梁過度瀟弱・道近作三下丁丁得欲・造作圏厩施便利処
　　八福田…　　広路義井・建造橋梁・治平険阻・給事病人・救済貧困・孝養父母・恭敬三
　　　　　　　　宝・野晒会
　これらは，日本では聖徳太子建立と伝えられる四天王寺四箇院中の悲田院をはじめ，行基の
土木事業，忍性の諸活動等の背景として知られるが，中でも注目されるは三福田中の悲田説で
あろう。悲田は福祉的対象に布施をすることを説くもので，それに生活困窮者・病人・障害者
をあげており，仏教者の積極的な社会関与が示唆されているのである。
　最後に，福田とされる対象に布施行を実践する必然性に関しては，恩思想をあげることがで
きよう。そもそも仏教的恩の基本は他者の行為に対する感謝の念であり，それが，具体的には
真理への恩，真理の体現者である仏への恩，釈尊の教説の伝授者である説法師への恩へと拡大
し，ついに四恩思想となるのである。四恩の代表的項目は父母恩・衆生恩・国王恩・三宝恩で
あるが，このうち布施・福田思想との関連において注目されるのは衆生恩である。衆生恩は直
訳的に｝ま父母恩の展開とされ，一切衆生が多生の中で互いに父母となる故に，他者に対して過
未にわたる父母としての恩があり，それに感謝し報いることの現実化が他者救済であるとす
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る。また別釈では，関係性を基に存在する我々は，縁起的に互いに他心（衆生）との間で関係
を取り結ぶことにより存在し得ることを認識（知恩）し，他者に感謝の念を捧げること（報
恩）が重要なのであるとされるのである。いつれにしても，自己存在の基盤である他者を恩の
対象と捉え，そこに報恩行為を捧げることが重要とする衆生恩は，社会的倫理の枠を越え，他
者援助思想の背景となるものである。
　上来，仏教とくに大乗仏教と福祉思想に略述してきたが，そこに見られたのは菩薩道の実践
がすなわち福祉的実践を包含していることであった。仏教者が大乗菩薩道を歩む時，その宗教
的実践活動の一つとして，世俗的な福祉的実践が示されていたのである。つまり，大乗仏教は
決して理論的理解に終わるものではなく，現実の社会に対する具体的・積極的な働きかけを，
教義的に要請しているのである。そしてその具体的事例が布施であり，布施の優先的対象が福
田としてまとめられたさまざまな対象・行為なのである。特に三福田説中の悲田説に見られる
ように現実の世俗世界において困苦せる衆生が，具体的援助対象として強調されていること
は，大乗仏教の社会性を示すものとして重要であると同時に，大乗仏教者の修道論という視点
からも重要であると考えられるのである。
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